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成田空港の更なる機能強化に係る計画段階環境配慮書について（答申） 

 

平成２８年６月１７日付け環第２１０号で諮問のあったこのことについては、

別紙のとおり意見を取りまとめたので答申します。 

 

 

 

（案） 資料４ 



成田空港の更なる機能強化に係る計画段階環境配慮書 

に対する意見（答申案） 

 

 

千葉県環境影響評価委員会は、成田空港の更なる機能強化に係る計画段階環

境配慮書について、当該事業の内容及び周辺環境の状況等を踏まえ、専門的な

見地から慎重に検討を行った。 

事業実施想定区域及びその周辺は、航空機騒音に係る環境基準の地域類型 

指定がなされ、現状において環境基準未達成の地点が多数存在している。また、

「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」等

により、建築物の防音対策などが行われている。 

当該地域は、下総台地とそれを侵食して形成された谷底平野（谷津）から  

構成され、周辺河川の水源地及び地下水涵養域となっており、これまでに猛禽

類をはじめ希少な動植物の生息が確認されるなど、良好な自然環境が残されて

いる。 

さらに、三里塚さくらの丘や芝山湧水の里など、人と自然との触れ合いの  

活動の場が多数あり、学校や病院等の施設や集落等も存在している。 

こうした中、空港の運営に当たっては、地域との共生や環境への配慮が強く

求められ、事業者においても、地域の環境保全に取り組んできた経緯がある。 

本計画は、既存の２本の滑走路のうち、Ｂ滑走路を２，５００メートルから

３，５００メートルに延長するとともに、既存滑走路に平行なＣ滑走路を新た

に設置し、年間発着枠を３０万回から５０万回に拡大するものである。 

当該配慮書においては、Ｂ滑走路東側の下総台地を改変し２，７００メートル

のＣ滑走路を新設する案と、Ｂ滑走路南東側の谷津を改変し３，５００メートル

のＣ滑走路を新設する案の２案が示されている。 

本事業については、これらの地域特性及び事業特性を踏まえ、地域環境に  

最大限配慮した適切な事業計画を作成し、当該事業による環境への負荷のより

一層の回避及び低減を図るため、下記の事項について所要の措置を講ずる必要

があると判断する。 

記 

１ 総括的事項 

（１） 環境影響評価の実施に当たっては、今後作成する事業計画を基に、  

各活動要素及び環境要素に係る影響について改めて検討した上で環境 

影響評価項目を適切に選定し、最新の知見を基に、調査、予測及び評価

を定量的に行うこと。 

 



（２） 事業計画の検討に当たっては、当該地域におけるこれまでの様々な  

環境への取組が後退することのないよう十分配慮すること。 

（３） 本事業は既存空港の滑走路の延長及び新設であり、既存の滑走路等の

運用方法の変更、新たな空港施設の整備・運用及び周辺道路の交通流の

変化が想定されることから、これらによる影響も含めて予測、評価を行

うこと。 

（４） 滑走路の延長と新設で、供用開始時期が異なる場合は、環境影響を  

受ける範囲が変わることが想定されることから、滑走路を含めた施設の

使用状況に応じた予測、評価を行うこと。 

 

２ 各論 

（１）騒音 

① 騒音については、２案が定性的な予測により比較されていることから、

改めて定量的に予測し比較を行った上で事業計画を作成し、その検討経

過を含めて結果を方法書に記載すること。 

② 騒音の環境基準を超過している地点が多数存在しており、航空機の 

運行本数の増加により、さらに、騒音の影響の拡大が懸念されることから、

事業計画の検討に当たっては、騒音の影響が最大となる状況を想定し、  

環境負荷が可能な限り低減されるよう配慮すること。 

 

（２）水質 

① 供用時の汚濁負荷量の増加が想定されることから、事業計画の検討に

当たっては、排水処理対策に十分配慮すること。 

② 事業実施想定区域は周辺河川の上流域にあり、工事に伴い、下流域への

濁水の影響が想定されることから、事業計画の検討に当たっては、濁水  

防止対策に十分配慮すること。 

    

（３）水文環境 

 本事業は大規模な土地の改変を伴うことから、事業計画の検討に当たって

は、河川の水量等に影響が出ないよう十分配慮すること。 

 

（４）動植物及び生態系 

① 事業実施想定区域及び周辺では、オオタカ等の猛禽類をはじめ重要な 

動植物の生息が予測されることから、事業計画の検討に当たっては、専門家

等からの助言を踏まえ、これら重要な動植物の生息地、生育地に十分  

配慮すること。 



② 本事業の実施に当たり、河川の改変や付け替えが伴うとされており、 

周辺の生態系への影響が想定されることから、生態系を環境影響評価 

項目として選定すること。 

   

（５）景観 

 事業実施想定区域及び周辺は、成田市景観計画の区域に含まれている 

ことから、事業計画の検討に当たっては、地域の景観に十分配慮すること。 

  

（６）人と自然との触れ合いの活動の場 

 事業実施想定区域及び周辺には、人と自然との触れ合いの活動の場が

多く存在することから、事業計画の検討に当たっては、これらの機能を

低下させないよう十分配慮すること。 

   

（７）廃棄物等 

 工事及び供用に伴い発生する廃棄物について、具体的な有効活用を 

検討し、発生量の抑制に十分配慮すること。 


